
【
人
口
・
世
帯
】…
Ｈ
22
年
４
月
末
現
在

３
４
７
８
人
・
９
０
０
世
帯

【
特
徴
】

市
の
中
央
に
位
置
し
、
東
・
南
・

西
の
三
方
を
山
に
囲
ま
れ
、
北
側

は
三
河
湾
に
面
し
て
い
ま
す
。
地

区
に
よ
っ
て
防
災
の
課
題
が
異
な

り
、
課
題
に
あ
っ
た
活
動
を
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
必
要
な
防

災
・
減
災
対
策
を
考
え
る
！
」

【
主
な
取
り
組
み
内
容
】

①
中
学
生
と
の
協
働
に
よ
る
防
災

ウ
ォッ
チ
ン
グ
の
実
施
②
防
災
マッ
プ

【
人
口
・
世
帯
】…
Ｈ
22
年
４
月
末
現
在

２
４
４
６
人
・
７
４
２
世
帯

【
特
徴
】

三
河
湾
沿
い
に
集
落
が
密
集
し
、

低
地
の
集
落
で
は
、
た
び
た
び
水

害
に
見
舞
わ
れ
、
山
間
部
の
集
落

に
は
急
傾
斜
地
が
点
在
す
る
な
ど
、

４
地
区
ご
と
に
異
な
る
防
災
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

【
取
り
組
み
テ
ー
マ
】

「
地
域
住
民
の
安
心
と
は
？
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
ま
ず
一
歩
！
」

【
主
な
取
り
組
み
内
容
】

①
地
区
の
防
災
課
題
を
把
握
す
る

た
め
、
全
世
帯
を
対
象
と
し
た
防

の
作
成
③
防
災
世
帯
台
帳
の
作
成

④
防
災
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施

【
取
り
組
み
成
果
】

地
区
ご
と
の
防
災
課
題
に
対
し
、

解
決
策
を
自
分
た
ち
で
考
え
、
行

動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
の
担

い
手
で
あ
る
中
学
生
と
共
に
活
動

を
行
っ
た
こ
と
で
、
相
互
に
防
災
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

子
ど
も
た
ち
と
の
協
働
事
業
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
防
災
活
動

を
立
案
・
実
施
し
、
情
報
の
共
有

化
を
図
り
ま
す
。

災
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
②
防
災

マ
ッ
プ
の
作
成
③
災
害
時
要
援
護

者
へ
の
支
援
体
制
の
検
討
④
風
水

害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
の
実
施

【
取
り
組
み
成
果
】

防
災
課
題
を
抽
出
し
活
動
の
優
先

順
位
を
把
握
し
ま
し
た
。
ま
た
、

活
動
を
通
じ
て
、
自
発
的
な
防
災

活
動
への
参
加
意
識
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
今
後
の
目
標
】

防
災
マッ
プ
を
活
用
し
た
実
動
的
な

訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
自

主
防
災
活
動
全
体
の
継
続
的
な
発

展
を
図
り
ま
す
。

活
動
事
例
紹
介
１　

野
田
校
区

活
動
事
例
紹
介
２　

清
田
校
区

▲消火器の取り扱い訓練

▲自主防災訓練

▲地域ごとの課題を抽出

▲防災マップの作成

▲防災ウォッチング

▲樋門の操作訓練

自主防災会活動事例紹介

地域が守る
安心して暮らせる 安全なまち
　田原市では、市内すべての地区に自主防災会が組織され、それぞれの地域特性に合った防災活動に取
り組んでいます。ここでは、平成 21 年度『自主防災活動重点支援地区』の野田校区と清田校区の特色
ある活動をご紹介します。▶防災対策課☎ 23 局３５４８

平成22年6月1日 　  　　　　　　　　│ 4 │


